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　9 月定例会は 9 月 11 日（金）から 10 月 5 日（月）までの 25 日

間の会期で開きました。8 億 9,089 万円の一般会計補正予算（第 8 号） 

、5,661 万円の一般会計補正予算（第 9 号）、議員提出議案を含む

20 議案と、3 件の報告の審査を行い、全ての議案を原案のとおり可

決・認定・適任としました。

9 月
定例会

20 議案を可決・認定・適任

香
月
泰
男
美
術
館
展
示
室
改
修
・
収
蔵
庫
増
床
事
業

１
億
５
９
０
２
万
円

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
事
業
　
７
億
１
５
０
０
万
円

収
蔵
庫
を
増
床
へ

旧
長
門
地
区
の
整
備
を

今
年
度
に
前
倒
し
へ

事
業
費
が
高
額
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

初
予
算
に
計
上
で
き
な
か
っ
た

理
由
は
。

昨
年
度
に
基
本
設
計
、
実

施
設
計
に
入
っ
た
が
、
収

蔵
庫
と
い
う
特
殊
な
案
件
で
も
あ

り
実
施
設
計
の
積
算
に
時
間
を
要

し
た
た
め
、
当
初
予
算
編
成
時
に

は
ま
だ
予
算
額
が
確
定
で
き
ず
補

正
予
算
で
の
対
応
と
な
っ
た
。

来
年
度
に
整
備
を
予
定
し

て
い
た
事
業
を
前
倒
し
し

た
理
由
は
。

国
の
二
次
補
正
で
予
算
化

さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
を
進
め
る
た

め
の
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進

事
業
を
活
用
し
て
実
施
す
る
も

の
だ
が
、
こ
の
事
業
で
は
さ
ら

に
臨
時
交
付
金
等
の
活
用
も
で

き
、
予
算
上
有
利
と
判
断
し
た

た
め
で
あ
る
。

事
業
の
年
度
内
完
了
の
見

込
み
は
。

補
助
要
綱
で
は
年
度
内
完

了
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る

が
、
年
度
後
半
で
の
補
助
金
の

交
付
申
請
、
交
付
決
定
と
な
る

こ
と
か
ら
年
度
内
の
完
了
は
困

難
と
見
込
ん
で
い
る
。
す
で
に

総
務
省
か
ら
は
繰
り
越
し
を
認

め
る
と
の
見
解
を
得
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い
た
旧
長
門
地
区
（
湯

本
地
区
を
除
く
）
に
お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
を
整
備
し
、
通
信
速
度
の
高
速
化
・
伝
送
路
の
広
帯
域
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
部
と
の
情
報
格
差
を
解
消
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

問

問問

答

答答

議
案
第
１
号
▼
令
和
２
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

▼

ケーブルテレビ放送センター

　

こ
の
事
業
は
、
山
口
県
立

美
術
館
と
の
連
携
に
よ
り
、

シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
の
里

帰
り
展
示
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
中
、
美
術
館
の
展
示
環

境
・
条
件
の
高
度
化
を
図
る

た
め
、
展
示
室
を
改
修
す
る

と
と
も
に
、
寄
贈
さ
れ
た
多

く
の
貴
重
な
美
術
作
品
や
資

料
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
た
め
、
収
蔵
庫
を
増
床

す
る
も
の
で
す
。
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コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
導
入
実

証
事
業
　
１
２
３
０
万
円

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
と
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
を
促
進
す
る
た

め
、
住
民
票
の
写
し
等
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
、
連

携
サ
ー
バ
の
構
築
等
を
行
う
事

業
で
す
。

こ
の
事
業
の
主
な
財
源

は
何
か
。

総
務
省
が
実
施
す
る
小

規
模
市
町
村
向
け
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

住
民
票
の
写
し
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
導
入
促
進
に
向

け
た
実
証
事
業
で
は
、
既
存
の

住
基
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費

用
等
、
導
入
に
伴
う
経
費
に
つ

い
て
は
全
額
助
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
の
実
施
主
体
は
国
か
ら

事
業
の
委
託
を
受
け
た
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
は
事
業
の

実
施
主
体
か
ら
助
成
金
を
受
け

入
れ
る
た
め
、
財
源
を
特
定
財

源
の
「
そ
の
他
」
と
し
、
同
額

を
雑
入
に
計
上
し
て
い
る
。

問答

赤
ち
ゃ
ん
す
く
す
く
応
援
給
付
金
　
１
５
１
０
万
円

新
生
児
１
人
あ
た
り
10
万
円
支
給

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、
子
育
て
に
お
け
る
新
し
い
生

活
様
式
の
実
践
や
産
後
ケ
ア
に
係

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
新
生
児
１
人
に
つ
き
10
万
円

を
支
給
す
る
事
業
で
す
。

給
付
対
象
と
な
る
新
生
児

の
出
生
日
は
。

令
和
２
年
４
月
28
日
か

ら
令
和
３
年
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児
を
給

付
の
対
象
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
令
和
２
年
４
月
27

日
以
前
に
生
ま
れ
た
新
生
児

が
、
す
で
に
国
の
定
額
給
付
金

事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

問

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
を
促
進

▼
議
案
第
17
号

　
令
和
２
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業
　
１
９
２
５
万
円

同
時
流
行
の
リ
ス
ク
を
軽
減

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
見
通
し
が
立
た

な
い
中
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
期
に
多
数
の
発
熱
患
者
が
発
生

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

令
和
２
年
度
に
限
り
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
強
く
推
奨
さ

れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
等

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
を
無
償
化
す
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
妊
婦
や
、
障
害
者
支
援
施
設

入
所
者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
を
１
回
あ
た
り

４
０
０
０
円
（
上
限
）
助
成
す

る
こ
と
で
、
同
時
流
行
リ
ス
ク

の
軽
減
を
図
る
事
業
で
す
。

地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
事
業
　
２
８
６
１
万
円

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
で
検
査

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
必
要
と
す
る
患
者
が
、
迅
速

か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
検
査
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
県
事
業
を
受
託
し
、

長
門
市
医
師
会
協
力
の
も
と
、
長

門
市
地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
に
よ
る
地
域
外
来
・
検
査
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
運
営
す
る
事

業
で
す
。

運
営
主
体
及
び
検
査
内

容
は
。

県
か
ら
の
委
託
事
業
で

は
あ
る
が
運
営
主
体
は

市
で
あ
り
責
任
者
は
市
長
で
あ

る
。
１
週
間
に
１
日
２
時
間
の

運
営
で
、
唾
液
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ 

検
査
を
行
う
。

問答

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
国
の
経

済
危
機
は
、
地
方
経
済
に
も

大
き
な
影
響
が
及
び
、
地
方

税
財
源
の
激
減
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
地
方
自
治
体
で
は
、

医
療
介
護
、
子
育
て
、
地
域

の
防
災
・
減
災
、
雇
用
の
確

保
な
ど
喫
緊
の
課
題
へ
の
対

応
を
は
じ
め
、
長
期
化
す
る

感
染
症
対
策
に
も
迫
ら
れ
、

地
方
財
政
は
巨
額
の
財
源
不

足
を
生
じ
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
意
見
書
は
、
令
和
３

年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地

方
税
制
改
正
を
実
現
さ
れ
る

よ
う
、
国
に
対
し
て
強
く
要

望
す
る
も
の
で
す
。

意
見
書
案
第
１
号
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地

方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

地
方
税
財
源
の
確
保
を
国
に
要
望

議
員
提
出
議
案
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　委員会の審査では委員から、条例制定に至った

経緯について質疑があり、執行部から「感染症に

関する不当な取り扱いが全国的に問題になってい

る中で、本市でも感染症に関連した職業に従事さ

れている方、及びその家族に対する誤解や偏見が

一部表面化したこともあり、これらの人権侵害に

対し、あってはならないという姿勢を市として示

すために制定するものである」との答弁がありま

した。

　次に委員から、市の取り組み姿勢について質疑

があり、執行部から「この条例は義務を課すもの

ではなく、罰則のない理念条例として制定するも

のだが、市としては責任を持って取り組み、人権

擁護を訴えていく」との答弁がありました。

その他の委員会付託議案　（条例など）

　新型コロナウイルス感染症に関連する方々に対

する誹謗中傷などが、インターネットや会員制交

流サイトを中心に広がり、全国的に大きな社会問

題となっています。

　この条例は、未知のウイルスへの不安や恐れか

らくるこのような行為を「決してあってはならな

いもの」という考えのもと、市民、事業者及び市

が一丸となり、感染症に関連した人権の侵害を未

然に防止するとともに、人権の侵害による被害へ

適切な対応を行い、人権が尊重された心豊かな地

域社会を実現するために定めるものです。

▲

議案第 18号　長門市新型コロナウイルス感染症の患者等の人権の擁護に関する条例

新型コロナ感染症患者の人権を擁護

▲

総務民生

委員会

令和２年９月定例会

文教産業

委員会

　この議案は、市内全小中学校に配備するＧＩＧ

Ａスクール用端末の山口県教育ＩＣＴ推進協議会

が実施した公募型プロポーザルの結果を踏まえ、

株式会社ソルコム山口支店と 8,252 万 5,770 円で

物品売買契約を締結し、財産を取得することにつ

いて、議会の議決を求めるものです。

　委員会の審査では委員から、タブレット端末の

管理方法について質疑があり、執行部から「児童

生徒の数に応じて端末を配布し、各学校で管理を

する。ただし、今後の児童生徒数の増減等への対

応は教育委員会で行い、また、故障等の対応も教

育委員会を通じて行う」との答弁がありました。 

▲

議案第 12号

財産の取得について（GIGAスクール用端末）

タブレット端末の管理方法は

条例制定に至った経緯は

　この条例は、一般職の職員の特殊勤務手当に関

する条例の一部を改正するものであり、国の人事

院規則の一部改正に伴い、新型コロナウイルス感

染症の患者等の対応に従事する職員に対し、国に

準じた特殊勤務手当を支給するため、所要の改正

を行うものです。 

　委員会の審査では委員から、市民等の生活及び

健康を保護するために緊急に行われた措置に係る

作業について、本市ではどのようなものが想定さ

れるのかとの質疑があり、執行部から「消防職員

による新型コロナウイルスに感染した患者の搬送

等が考えられる」との答弁がありました。

　次に委員から、消防職員以外が該当する可能性

はあるのかとの質疑があり、執行部から「一般職

の場合でも、例えば施設等を利用した人の陽性が

判明した場合、その施設の消毒作業に従事するよ

うなことがあれば該当すると考えている」との答

弁がありました。

▲

議案第９号　
長門市一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部

を改正する条例

新型コロナ関連の業務に手当
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【
今
後
の
課
題
】

　

今
後
も
改
築
更
新
需
要
の
増
大
や

人
口
減
少
等
に
伴
う
収
入
の
減
少
な

ど
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
処

理
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
推
進
し
、
経

営
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
安
定
的
な

経
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
審
査
で
の
着
眼
点
】

民
間
へ
の
包
括
的
維
持
管
理
委

託
の
効
果
は
。

技
術
者
が
不
足
し
て
い
る
東
深

川
浄
化
セ
ン
タ
ー
等
の
維
持
管

理
で
は
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
用
し

た
技
術
面
の
補
充
や
水
質
管
理
面
に

お
け
る
電
力
等
の
大
幅
な
削
減
に
つ

な
が
っ
た
。
今
後
は
他
の
施
設
で
も
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

上
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
を
認
定

▼議案第７号　令和元年度長門市水道事業会計決算の認定について
▼議案第８号　令和元年度長門市下水道事業会計決算の認定について

【
決
算
の
概
要
】

　

水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収
益
的

収
支
は
４
３
２
６
万
５
８
５
円
の
純

利
益
を
計
上
し
て
お
り
、
資
本
的
収
支

で
は
、
２
億
８
７
０
９
万
１
２
５
３

円
の
不
足
額
を
生
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
建
設
改
良
事
業
に
お
い
て
湯

本
浄
水
場
更
新
事
業
の
本
体
工
事
に

着
手
し
た
た
め
で
す
。
こ
の
不
足
額

に
つ
い
て
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
並
び
に
損

益
勘
定
留
保
資
金
に
よ
り
補
填
し
て

い
ま
す
。

【
事
業
の
成
果
】

　

収
益
的
支
出
に
お
い
て
３
人
の
職

員
減
に
よ
り
人
件
費
が
対
前
年
度
で

約
１
８
０
０
万
円
（
23
・
２
％
減
）

と
な
り
、
建
設
事
業
に
携
わ
っ
て
い

る
職
員
を
資
本
的
支
出
に
予
算
を
振

り
替
え
た
結
果
、
収
益
的
支
出
に
お

け
る
経
費
が
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
決
算
の
概
要
】

　

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収

益
的
収
支
は
均
衡
し
て
い
ま
す
。
資

本
的
収
支
で
は
、
４
億
５
０
２
４
万 

１
８
１
３
円
の
不
足
額
を
生
じ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
建
設
改
良
事
業

の
東
深
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

や
青
海
・
開
作
地
区
農
業
集
落
排
水

施
設
の
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

及
び
仙
崎
中
部
地
区
管
渠
施
設
改
築

更
新
工
事
等
を
行
っ
た
た
め
で
す
。

こ
の
不
足
額
は
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
並
び
に

損
益
勘
定
留
保
資
金
に
よ
り
補
填
し

て
い
ま
す
。

【
事
業
の
成
果
】

　

東
深
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
等
の
維
持

管
理
は
直
営
方
式
か
ら
公
民
連
携
に

よ
る
民
間
活
力
を
利
用
し
た
複
数
年

の
包
括
的
維
持
管
理
委
託
を
開
始
し
、

運
営
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
課
題
】

　

経
営
環
境
は
、
年
々
純
利
益
の
確

保
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
コ

ロ
ナ
禍
で
収
納
率
低
下
も
危
惧
さ
れ

る
中
で
、
計
画
的
に
経
営
健
全
化
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
審
査
で
の
着
眼
点
】

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
対

す
る
見
解
は
。

繰
入
金
の
う
ち
基
準
外
繰
入
が

大
半
を
占
め
て
お
り
、
新
た
な

基
準
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
国
に
対
し
て
も
、
過
疎
地
域
に

お
け
る
上
水
道
事
業
の
在
り
方
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

水
道
料
金
改
定
に
向
け
た
今
後

の
具
体
的
な
進
め
方
は
。

今
年
度
中
に
算
定
基
準
等
を
定

め
、
料
金
の
改
定
率
に
つ
い
て

長
門
市
上
下
水
道
事
業
審
議
会
に
諮

問
し
、
最
終
的
な
答
申
を
受
け
て
令

和
３
年
度
中
に
条
例
改
正
を
行
い
、

令
和
４
年
度
中
に
料
金
改
定
を
実
施

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
及
び
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
で
の
質
疑
を
経
て
、
文
教
産
業
委
員
会
に
議
案
を
付
託
し
、
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
で

は
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
議
会
は
上
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

水
　
道
　
事
　
業
　
決
　
算

下 

水 

道 

事 

業 

決 

算

問答答 問

答 問

▼

水道管布設替工事
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一般質問

水
産
業
の
振
興
に
力
を

生
産
者
（
漁
協
組
合
員
）
の
減
少

と
高
齢
化
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
る
の
か
。

漁
業
就
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
は
今
後
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
一
方
、
漁
業
は
努
力
次
第

で
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
や
り
が
い
の
あ

る
職
業
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
国
や
県
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
就
業
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
、

新
規
就
業
者
支
援
事
業
や
市
独
自
の
支

援
制
度
を
活
用
し
た
就
業
時
、
就
業
後

の
支
援
に
よ
る
新
規
就
業
者
の
確
保
や

指
導
者
の
育
成
等
に
努
め
る
。

道
の
駅
の
建
設
目
的
の
一
つ
に
生

産
者
の
所
得
向
上
が
あ
る
が
、
出

荷
者
は
少
な
く
当
初
の
目
的
を
達
成
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

委
託
販
売
方
式
を
と
っ
て
お
り
、

漁
業
関
係
者
の
出
荷
が
少
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
今
後
は
買
取
販
売
方

式
等
も
検
討
す
る
な
ど
、
本
市
の
魅
力

あ
る
鮮
魚
が
道
の
駅
に
し
っ
か
り
と
集

ま
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
多
く
の
地
元

民
が
訪
れ
る
施
設
に
変
え
る
こ
と
で
生

産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

水
産
業
振
興
を
図
る
う
え
で
定
置

網
漁
の
推
進
も
一
つ
の
方
策
と
考

え
る
が
、
見
解
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

漁
業
者
が
年
々
減
少
し
漁
獲
量
も

激
減
す
る
中
、
定
置
網
漁
に
つ
い

て
は
水
揚
げ
量
の
安
定
化
が
図
れ
、
乗

組
員
の
雇
用
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら

沿
岸
漁
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。
新
規
定
置
網
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
漁
場
の
状
況
や
他
の
漁
法
へ

の
影
響
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は

県
漁
協
内
で
協
議
、
調
整
が
行
わ
れ
、

市
に
対
し
要
請
が
あ
れ
ば
支
援
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

▼定置網漁

問

問

問 答

答

N
O

U
N

O
 N

O
B

U
O

南野 信郎
議員

答

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 2 年度長門市一般会計補正予算（第 8 号） 原案可決

2 令和 2 年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

3 令和 2 年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

4 令和 2 年度長門市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

5 令和 2 年度長門市水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

6 令和 2 年度長門市下水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

7 令和元年度長門市水道事業会計決算の認定について 認定

8 令和元年度長門市下水道事業会計決算の認定について 認定

9
長門市一般職の職員の特殊勤務手当に関する条

例の一部を改正する条例
原案可決

10
長門市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

11
長門市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例
原案可決

12 財産の取得について（ＧＩＧＡスクール用端末） 原案可決

議案番号 件　　　　名 結果

13 訴えの提起をすることについて 原案可決

14 市の区域内の字の区域の変更について 原案可決

15 七重辺地に係る総合整備計画の変更について 原案可決

16 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

17 令和 2 年度長門市一般会計補正予算（第 9 号） 原案可決

18
長門市新型コロナウイルス感染症の患者等の人

権の擁護に関する条例
原案可決

24 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決

意見書案

1

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急

激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
原案可決

報告１ 権利の放棄について ー

報告 2 権利の放棄について ー

報告 3
令和元年度決算に基づく健全化判断比率及び資

金不足比率の報告について
ー

■９月定例会議決結果

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の提案や、市政に対しての

意見や要望を述べ、市政をより良い方向へ導くものです。

※報告 1～ 3 については報告のみ
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長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を

指
定
管
理
に

長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
開
館
３

年
目
を
迎
え
た
。
経
営
計
画
に
基

づ
い
て
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

美
術
館
は
雇
用
者
数
９
人
、
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
144
人
と
当
初
計
画

を
上
回
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
し
か

し
２
年
目
は
、
入
館
者
及
び
入
館
料
実

績
が
４
分
の
３
に
減
少
し
て
い
る
。

美
術
館
の
運
営
に
「
自
立
運
営
・

独
立
採
算
」
と
の
考
え
に
疑
問
を

持
つ
が
ど
う
か
。

公
民
連
携
と
し
て
自
立
運
営
の
先

駆
け
的
な
施
設
と
位
置
付
け
て
い

る
。
管
理
者
に
は
民
間
の
活
力
を
存
分

に
発
揮
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

美
術
館
は
、「
持
続
的
な
運
営
、

安
心
し
て
管
理
運
営
が
で
き
る
体

制
」
が
必
要
と
思
う
。
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
に
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

管
理
運
営
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
入
館
者
の
回

復
が
見
込
め
ず
、
今
後
の
運
営
が

厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る
。
現
状
分
析
を

行
い
、
市
民
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
持
続

可
能
な
施
設
と
な
る
よ
う
、
ま
た
運
営

者
に
は
常
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
発

揮
・
維
持
で
き
る
、
新
し
い
運
営
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

ソ
チ
市
と
の
交
流
事
業
は

ソ
チ
市
と
姉
妹
都
市
協
定
を
結
ん

だ
が
、
今
後
の
方
針
を
問
う
。

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
に
向
け

て
、
身
の
丈
に
合
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
、
人
的
交
流
や
文
化
の
交
流
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
継
続
す
る
。

一般質問

農
林
水
産
業
に
お
け
る

今
後
の
取
り
組
み
は

市
長
は
、
農
林
水
産
業
は
本
市
の

主
要
な
産
業
で
あ
る
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

等
の
課
題
解
決
に
向
け
た
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

農
林
水
産
業
の
持
続
・
発
展
の
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
人
材
の
育
成
、

担
い
手
の
確
保
が
重
要
か
つ
急
務
で
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
枠
増

に
向
け
た
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

漁
業
関
係
者
の
意
見
や
漁
業
の
実

情
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
機
会
を

通
じ
各
方
面
へ
訴
え
て
い
く
。
ま
た
、

山
口
県
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理

協
議
会
を
通
じ
水
産
庁
等
に
も
継
続
し

て
要
望
し
て
い
く
。

「
長
州
な
が
と
和
牛
」
の
ブ
ラ
ン

ド
力
の
回
復
や
畜
産
業
の
発
展
の

た
め
の
具
体
的
な
対
策
を
尋
ね
る
。

市
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、

ブ
ラ
ン
ド
力
低
下
事
案
が
市
場
価

格
に
影
響
し
て
い
る
と
受
け
止
め
、
関

係
農
家
の
経
営
規
模
維
持
拡
大
の
た
め
、

今
回
の
議
会
に
緊
急
対
策
事
業
に
係
る

補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

一
般
社
団
法
人
「
リ
フ
ォ
レ
な
が

と
」
を
設
立
し
た
が
、
そ
の
役
割

と
効
果
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

地
域
林
業
の
司
令
塔
と
し
て
、
森

林
を
集
約
化
し
、
間
伐
や
主
伐
、

再
造
林
に
よ
る
森
林
資
源
の
活
用
、
木

材
の
需
要
拡
大
、
担
い
手
の
確
保
・
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
本
市
の
林
業

及
び
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進

し
て
い
く
。

問

問

問

問問

問 答

答

答

答答

▼長門おもちゃ美術館

▼林業の現場

答

問 答

O
K

U
S

A
 H

IR
O

K
I

大草 博輝
議員

N
A

K
A

H
IR

A
 Y

U
U

JI

中平 裕二
議員

問

答
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国
や
県
と
の
連
携
は

市
長
は
「
国
、
県
と
よ
り
密
接
な

連
携
を
図
り
、
市
政
運
営
に
あ
た

る
」
と
い
う
施
政
方
針
の
も
と
、
市
政

の
舵
取
り
役
と
し
て
日
々
奮
闘
さ
れ
て

い
る
が
、
就
任
以
来
ど
の
よ
う
な
連
携

が
図
れ
た
の
か
。

国
や
県
に
対
し
て
本
市
の
重
点
施

策
を
説
明
し
、
財
政
支
援
な
ど
を

お
願
い
し
て
き
た
。
昨
年
度
末
か
ら
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
面
会
に
よ
る
要

望
は
控
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
自

主
財
源
の
乏
し
い
本
市
に
と
っ
て
重
点

施
策
を
実
現
し
市
政
を
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
国
、
県
と
の
連
携
強
化
は

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

副
市
長
は
、
元
県
職
員
と
い
う
側

面
か
ら
県
政
と
の
連
携
強
化
、
パ

イ
プ
役
を
期
待
し
て
の
登
用
か
。

副
市
長
の
選
任
は
、
豊
富
な
行
政

経
験
と
卓
越
し
た
見
識
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
冷
静
な
判
断
力
に

期
待
し
選
任
し
た
。
実
務
の
中
で
県
と

一般質問

コ
ロ
ナ
禍
の
対
策
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
今
後
の
対
策
は
。

感
染
防
止
と
日
常
生
活
に
お
け
る

対
策
を
示
し
た
「
な
が
と
版
新
し

い
生
活
様
式
」
が
定
着
す
る
よ
う
啓
発

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
長
門
市
医
師
会

と
協
力
し
、
地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
、

同
時
流
行
の
リ
ス
ク
軽
減
を
図
っ
て
い

く
。
今
後
も
正
確
な
情
報
の
提
供
に
努

め
な
が
ら
感
染
防
止
対
策
と
社
会
経
済

活
動
の
回
復
対
策
に
取
り
組
む
。

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ

た
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て

は
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
本
市
独
自

の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

民
間
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
国
が
示
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
開
催
制
限
の
段
階
的
緩
和
の
目
安
に

沿
っ
て
開
催
す
る
よ
う
周
知
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
相
談
を
受
け
た
場
合
、

状
況
に
応
じ
て
個
別
に
対
応
し
て
い
く
。

帰
省
で
き
な
い
学
生
を
励
ま
す
た

め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
っ
て
集
め
た
寄
付
金
を
活
用
し
、

地
元
特
産
品
を
市
長
の
激
励
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
一
緒
に
届
け
て
は
ど
う
か
。

事
業
化
に
つ
い
て
検
討
し
、
学
生

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
た

が
、
各
々
の
好
み
の
違
い
等
に
よ
る
品

物
決
定
の
困
難
性
、
無
駄
に
な
る
と
の

意
見
も
あ
り
実
施
を
見
送
っ
た
。

さ
ら
な
る
経
済
喚
起
と
し
て
、
第

２
弾
の
市
民
助
け
合
い
応
援
券
発

行
事
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
効
果
的
な

経
済
対
策
を
選
択
し
て
い
く
。

▼ながと版新しい生活様式

問

問問

問

答

答答

答

▼ウンカの被害で倒れた稲 も
連
携
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

県
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
市
長
自

ら
県
庁
に
赴
く
ほ
か
、
地
元
県
議

と
の
連
携
強
化
も
必
要
で
は
な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
等
に
よ
っ
て

県
議
と
会
え
な
い
時
期
も
あ
っ
た

が
、
８
月
に
は
面
会
し
、
市
政
発
展
の

た
め
の
連
携
確
認
が
で
き
て
い
る
。

駅
南
の
旧
商
業
施
設
の
対
処
、
水

稲
の
ウ
ン
カ
被
害
な
ど
、
国
、
県

と
の
連
携
が
必
要
と
思
わ
れ
る
課
題
が

山
積
し
て
い
る
が
、
見
解
を
問
う
。

課
題
解
決
に
向
け
て
十
分
な
対
応

が
で
き
な
か
っ
た
面
も
あ
る
が
、

来
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
国
、
県
へ
の

要
望
は
し
っ
か
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

答答

答

問問

問 S
H

IG
E

M
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

重村 法弘
議員

IW
A

F
U

JI M
U

T
S

U
K

O

岩藤 睦子
議員

問答
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人
口
減
少
問
題
の
今
後
の
対
応
は

全
国
に
誇
れ
る
魅
力
あ
る
長
門
市

の
創
生
を
目
指
し
、
一
人
で
も
多

く
の
若
者
が
自
ら
の
地
域
に
関
心
と
愛

着
を
持
っ
て
住
め
る
よ
う
に
、
少
子
化

や
定
住
な
ど
の
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
現
状

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を

目
指
し
、
本
市
の
特
色
を
活
か
し

た
仕
事
づ
く
り
の
た
め
、
観
光
資
産
の

魅
力
創
出
と
あ
わ
せ
て
後
継
者
・
承
継

者
の
確
保
及
び
新
規
就
業
の
創
出
を
行

う
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市

内
企
業
の
投
資
拡
大
と
企
業
立
地
を
促

進
し
、
若
者
の
働
け
る
場
所
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。多

子
世
帯
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

子
育
て
に
つ
い
て
は
経
済
的
な
こ

と
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
ニ
ー
ズ

が
あ
る
。
優
先
度
や
必
要
度
等
を
考
慮

一般質問

コ
ロ
ナ
禍
こ
そ
真
価
問
わ
れ
る

収
束
が
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
策
と
の
両

立
を
図
り
つ
つ
、
雇
用
の
維
持
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
経
済
対
策
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

基
本
的
な
感
染
症
の
拡
大
防
止
対

策
の
継
続
に
加
え
、
な
が
と
版
新

し
い
生
活
様
式
や
各
業
種
、
業
界
が
提

示
し
て
い
る
感
染
予
防
の
た
め
の
指
針

が
市
民
や
事
業
者
に
定
着
す
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

　

そ
の
上
で
、
事
業
所
の
廃
業
、
倒
産

防
止
と
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に
引
き

続
き
市
内
経
済
団
体
や
関
係
機
関
等
と

し
っ
か
り
協
議
し
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
支
援
策
に
加
え
、
今
後
の
感
染

状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
真
に
必
要
な
予

算
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

市
長
の
政
治
理
念
の
真
価
が
問
わ

れ
て
い
る
。
市
民
の
い
の
ち
と
生
活
を

守
っ
て
い
く
、
そ
の
決
意
の
一
端
を
聞

か
せ
て
欲
し
い
。

市
民
の
い
の
ち
と
生
活
を
守
る
理

念
を
し
っ
か
り
と
生
か
し
、
理
念

に
恥
じ
な
い
よ
う
に
コ
ロ
ナ
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

な
が
と
ラ
ボ
と
の
連
携
強
化
を

な
が
と
物
産
合
同
会
社
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ

ン
、
６
次
産
業
化
支
援
施
設
の
「
な
が

と
ラ
ボ
」、
こ
の
３
者
の
連
携
強
化
の
重

要
性
を
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

３
者
が
し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
商
品
開
発

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
制
を
行
政

も
間
に
入
り
、
少
し
時
間
を
か
け
な
が

ら
構
築
し
、
連
携
強
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

問問

問

▼子育て世代に選ばれるまちへ

▼経営持続化支援金の窓口

問

答

し
な
が
ら
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
活
性
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
第
一
は
企
業
誘
致
対
策
の
強
化

と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
第
一
次
産
業
の
強
化
と
企
業

誘
致
対
策
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
特
に
企
業
誘
致
は
、
雇
用

創
出
や
新
た
な
企
業
進
出
の
誘
発
、
地

元
企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
産
業

の
成
長
が
見
込
め
る
た
め
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
都
市
部
と
の
情
報
格
差

解
消
や
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
促
進

す
る
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
整
備
し
、
通
信

基
盤
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
。
今
後
も

企
業
誘
致
に
向
け
た
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

答

問

答

問答

Y
O

S
H

IZ
U

 H
IR

O
Y

U
K

I吉津 弘之
議員

林 哲也
議員

H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

答

答
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今
後
の
教
育
課
題
は

本
市
の
年
齢
別
人
口
を
見
る
と
少

子
化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
そ

こ
に
は
新
た
な
教
育
課
題
も
生
じ
る
と

思
う
が
、
本
市
の
教
育
課
題
は
何
か
。

少
子
化
が
進
行
す
る
中
、
小
規
模

校
に
お
け
る
教
育
を
ど
の
よ
う
に

充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
が
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　

日
々
の
学
習
場
面
で
一
人
ひ
と
り
の

学
習
状
況
や
習
熟
度
に
合
わ
せ
た
き
め

細
か
な
指
導
、
学
校
全
体
で
異
な
っ
た

年
齢
で
の
活
動
、
協
働
学
習
の
計
画
的

な
実
施
な
ど
、
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
と
と
も
に
デ
メ
リ
ッ
ト
の
解

消
策
や
緩
和
策
を
積
極
的
に
検
討
・
実

施
し
て
い
く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
関
す
る
方

針
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

こ
れ
ま
で
の
統
廃
合
は
、
平
成
19

年
に
策
定
し
た
長
門
市
立
小
中
学

校
適
正
配
置
方
針
に
基
づ
い
て
実
施
し

完
了
し
て
い
る
。
今
後
は
保
護
者
や
地

一般質問

第
一
次
産
業
の
将
来
像
は

本
市
の
「
産
業
・
雇
用
の
振
興
」

に
お
け
る
第
一
次
産
業
の
将
来
像

に
つ
い
て
問
う
。

県
や
関
係
団
体
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、
既
定
の
概
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
若
者
の
発
想
や
意
欲
あ
る
者
の
後

押
し
が
で
き
る
よ
う
、
民
間
資
金
と
ノ

ウ
ハ
ウ
の
活
用
を
積
極
的
に
取
り
込
み
、

若
者
が
働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
第

一
次
産
業
の
新
た
な
体
系
を
構
築
す
る
。

所
得
向
上
の
た
め
に
５
品
目
の

「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
を
は
じ
め
、

需
要
が
見
込
め
る
農
水
産
物
の
開
発
と

大
都
市
圏
へ
の
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
１
年
を
通
じ
て
長
門
市
の

話
題
を
提
供
で
き
る
農
林
水
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
問
う
。

ブ
ラ
ン
ド
化
に
対
し
て
動
い
て
い

る
団
体
に
は
支
援
し
て
い
る
。
本

市
の
固
有
の
魅
力
あ
る
商
品
に
つ
い
て

は
ブ
ラ
ン
ド
化
の
可
能
性
を
含
め
、
研

究
し
て
い
く
。

第
一
次
産
業
の
振
興
に
お
い
て

は
、
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
中
で

も
人
財
育
成
、
財
政
支
援
の
強
化
、
生

産
力
向
上
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後
の

対
応
策
を
問
う
。

新
た
な
体
系
の
構
築
を
目
指
す
時

期
に
き
て
い
る
。
農
林
水
産
業
分

野
で
成
果
を
収
め
た
企
業
等
を
誘
致
し
、

民
間
資
金
を
取
り
込
み
、
人
づ
く
り
や

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
で
、
外
か
ら
も

若
者
を
呼
び
込
み
、
自
立
に
向
け
て
そ

の
発
想
や
意
欲
あ
る
も
の
の
後
押
し
を

す
る
環
境
と
若
者
が
働
き
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
第
一
次
産
業
の
新
た
な
体
系

を
構
築
し
、雇
用
や
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

に
つ
い
て
も
、
関
係
団
体
等
の
支
援
、

市
長
自
ら
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

▼ながとブランドの一つ「仙崎トロあじ」

問

問問

問

答

答答

答

域
か
ら
申
し
出
が
な
い
限
り
、
行
政
側

か
ら
の
学
校
統
廃
合
の
働
き
か
け
は
行

わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

学
校
の
授
業
が
大
き
く
変
わ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
が
始
ま
る
。
本
市
の
児

童
生
徒
が
現
在
の
学
力
を
維
持
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
学
力
と
な
る
よ
う
確
か
な
学
力

を
保
障
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

端
末
の
導
入
で
一
人
ひ
と
り
に
こ

れ
ま
で
以
上
の
き
め
細
や
か
な
指

導
が
可
能
と
な
り
、
確
か
な
学
力
の
定

着
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
生
き
る
力
の
育
成

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

答

答

問

問

H
A

Y
A

K
A

W
A

 A
Y

A
N

O早川 文乃
議員

M
IW

A
 T

O
R

U

三輪 徹
議員

▼電子黒板を使った英会話授業
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第4 回

臨時会

保
育
施
設
等
感
染
症
予
防
対
策
事
業

保
育
施
設
に
壁
掛
け
扇
風
機
・

ビ
ッ
グ
フ
ァ
ン
等
を
配
備

空
間
除
菌
機
の
整
備
を
と

り
や
め
た
理
由
は
。

厚
生
労
働
省
等
か
ら
空
間

噴
霧
に
よ
る
消
毒
・
除
菌

方
法
は
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
、
推
奨
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
公
表
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
園
児
等
の
安
全
を
第
一
に
考

え
、
整
備
を
と
り
や
め
た
。

ビ
ッ
グ
フ
ァ
ン
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、

こ
れ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る

の
か
。

予
算
決
算
委
員
会

ビ
ッ
グ
フ
ァ
ン
と
は
、
羽

の
直
径
が
１
メ
ー
ト
ル
程

度
あ
る
大
型
扇
風
機
の
こ
と
で
、

保
育
園
の
遊
戯
室
な
ど
大
き
な

部
屋
用
の
換
気
対
策
と
し
て
設

置
す
る
も
の
で
あ
る
。

配
備
す
る
時
期
は
い
つ
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。

８
月
末
ま
で
に
配
備
で
き

る
と
考
え
て
い
る
が
、
施

設
ご
と
に
構
造
等
も
違
う
た
め

一
斉
に
整
備
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
早
く
整

備
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

１
回
目
の
入
札
が
不

調
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
工
期
へ
の
影
響
は
あ
る

の
か
。工

期
に
つ
い
て
は
入

札
時
の
条
件
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
年
度
内
完

了
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
整
備
エ
リ
ア
が
広
い

こ
と
か
ら
施
工
業
者
と
協
議

の
上
、
効
率
的
に
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。

２
回
目
の
指
名
競
争

入
札
で
は
指
名
し
た

総
務
民
生
委
員
会

12
者
中
２
者
の
み
が
応
札

し
、
結
果
的
に
金
額
の
高
い

方
が
落
札
す
る
結
果
と
な
っ

た
が
、
入
札
制
度
は
適
正
だ

と
考
え
て
い
る
の
か
。

競
争
性
の
確
保
や
極

端
に
安
い
価
格
で
の

応
札
を
防
ぐ
目
的
か
ら
、
本

市
で
は
変
動
型
最
低
制
限
価

格
制
度
に
基
づ
い
て
適
正
に

入
札
を
実
施
し
て
い
る
が
、

よ
り
公
平
な
入
札
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
制
度
の
改

善
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
案
第
１
号
▼
令
和
２
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
７
号)

　７月 29 日（水）、第４回臨時会を開き２つの議案の審査を行いました。

ここでは主な事業や委員会審査の内容についてご紹介します。

問答

問問 答 日
置
・
油
谷
地
区
に

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備

■第４回臨時会議決結果

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 2 年度長門市一般会計補正予算（第 7 号） 原案可決

2 工事請負契約の締結について（長門市光ファイバー網整備事業施設整備工事） 原案可決

議
案
第
２
号
▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
長

門
市
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
事
業
施
設
整
備
工
事
）

問

答問答

　

こ
の
議
案
は
、
日
置
・
油
谷
地
区
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

の
整
備
に
あ
た
り
、
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ

ツ
エ
ス
ア
イ
㈱
が
落
札
し
た
こ
と
か
ら
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
議
案
は
、
第
３
回
臨
時
会
で
本
市
独
自
の
緊
急
対
策
と
し
て
承

認
し
た
「
保
育
施
設
等
感
染
症
予
防
対
策
事
業
」
の
う
ち
、
空
間
除
菌

機
の
配
備
を
と
り
や
め
、
新
た
に
壁
掛
け
扇
風
機
及
び
ビ
ッ
グ
フ
ァ
ン

等
の
配
備
に
係
る
予
算
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

答
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▼ 今年の夏は暑いうえに新型コ

ロナウイルス感染症対策でマス

クをしなくてはならないという

大変な夏でした。私事ですみま

せんが、涼しくなり手脚に湿疹

が出ました。手の湿疹は引きま

したが脚の湿疹はなかなか引き

ません。歳のせいもあるのかと

思いそのままにしていますが…

委 員 長　　先 野 正 宏

副委員長　　吉 津 弘 之

委　　員　　林 　 哲 也

　 　 　 　 南 野 信 郎

　 　 　 　 岩 藤 睦 子

　 　 　 　 早 川 文 乃

　 　 　 　 綾 城 美 佳

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会
　　　広報担当

長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ議会だよりを読まれていますか。

Ａ はい、いつもすべて読ませてもらっています。地域

で活動しているため、重要な情報です。

Ｑ 長門市の食についてご意見はありますか。

Ａ 管理栄養士なので、ながとの食にはとても興味があ

ります。意見はありませんが、長門市の食をもっと

ＰＲできるようにしていきたいと思っています。

Ｑ 議会や議員に望むことがあれば教えてください。

Ａ 病気の予防や治療に関して長門市で活動をしていま

す。新しく切り開いていきたいこともあり、その際

は引き続き相談に乗っていただけると嬉しいです。
長井 彩子 さん（36 歳）

西深川在住（管理栄養士）

▼ 秋は行事が目白押しですが、

新型コロナウイルス感染症予防

で相次いで中止となっています。

今年も残すところあと 2 ヶ月。

せめてクリスマスや忘年会は楽

しみたいですね。もちろん新型

コロナウイルス感染症には気を

付けて。来年は良い年になりま

すように（岩藤）

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/^gikai/　　　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

編集後記

まちの声

ご案内表紙の説明

　９月 18 日（金）、文教産業委

員会は６月・７月の豪雨によっ

て被災した農地や市道などの現

地視察を行いました。

　９月定例会の補正予算にはこ

れらの災害復旧費が計上されて

おり、担当課からそれぞれの被

害状況や復旧計画の説明を受け

ました。 ▲被災した農地

　長門市議会では、フェイスブック

ページにも、議会の情報をアップし

ています。さまざまな活動を紹介し

ていますので、ぜひご覧ください。

←長門市議会フェ
イスブックページ
ＱＲコード


